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lアメリカGE社より

原子力発電用大形蒸気タービン受注

日立製作所ではアメリカGE祉より,原了･力発電J刊大形蒸気ター

ビンの主要部 掴転子およびケーシングを含む)を多数安江した

原子力発ノ都子二トタービンは,原子炉で発生する低圧の妻′石占り三J喜気によ

/=,て運転されるため,従来の譲与ミグービンが2柱機(回転数3,000rpnl

または3,600rpm)であるのに対し,大形機でミ･土4柱棟(剛転三数1,500

rpmまたは1,800rpm)が探用さ.れ 機械的寸法,虫立ともにノこき

い.｡今上司受抹したもーj:〕∴帥他こ数1,8(IOrplll‾こ,以終段には38り長究

を搾用しており,Jlが阿てこ､エ初めて工卜座さノ†l_る椀種で,原子力ター

ビン製作技術化卜にきわこ～うてこ付効である｢本機ほ目立巷望rF所にて完

)J吃校,アメー】カに送㌻二っれGE肘掛?1と組みfナわされてアメリが毒力

立社に設探さヌl.るものである｡

なお.日立製作所ではわが国応初のパキスタン向け138MW原子

力タービン発i‾E撥を拳法n言小て.今恒け)受注により.さらi･こ原子力タ

ービンの工卜柘態勢が拡充さ九ることになるし､

l工業技術院電気試験所納

直流送電実験用10,000V,800kW

サイリスク完成

日立亨処作所は,このほど二 柑㍍√這気試験所納,巾流送′卜丘実験

用の10,000V,800kWのサイリスタをン己成したこ;

直流送`l盲は系統の短維容量対策,2周波適挽安正度問凰 火都内

集中負荷への直流ケーブル送信などに対する技術的,経緯的利∴一丈の

ためあらためてわが国に二机､ても見正壬さ二jLつつあるが,従米これに

使用されてきた超高圧変換ミそ:子はもっばら水銀幣流;音詩であった｡′とこ

ろが,拉近のサイリスクの高耐圧,人容_邑化,山並列接続技術､ノl丘

気制御技術などのめぎましい進射こより低U三の水銀紫流掛ま次第に

サイリスタにとってかわ仁)二れ,すでにわが跡こおし､ても圧延機駆動

用などの数十MW級のサイリスク変換設肺′う;各所に鯉設されてお

ミニ≡覇還さ〈■

鼓

り,ここに血流送屯分町にも→トナスタの進トHの叫能性が大き､:クロ

ーズ･アップされてきた.一

口立製作所‾‾iラミま脚部41年9月以来+二業技術院電気試験所と共同

一三超高圧直流送電用変換器としてのサイリスタの開発をてがけてき

た｡.このたび完放した1トイ1】ス々は10,000V,800kW80A定格で

順変換および連射奥のてきるものであり,CMO2形150A,1,200V

素子を使用し､24Sxlpx6Aの構成である｡計画にあたっては,

素子のノ烹弓瓜柑生のバラ･ソキ.転流時の残留蓄杭キャリアのバラツキ

.Ⅰゴよび織笠に上る揺遊解毒i二の分布などに十分協調のとれた分圧回路
滋数を選定し･,巾列素了･｢こijの電圧分担の平衡化を図っている｡

このようにサイリーく一ンを使用して10,000Vま る装置は

わが国で始ム7)てのi句一圭軌抑なものであり,嘉子の大容品化,年別生の改

良などの最近叫漣術進妖 星産化による低価格と和いまって今後の

山流超高圧甜り或におり-る活躍が期待されている｡

州

図1 直流送電実験用10,000V,800kWサイリスタ
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■出光石油化学株式会社よリ

エチレンプラント用大形ナフサ分解炉受注

日立製作所では このたびrLl光心州ヒ半株ン〔会社から,年産20ノブ

tの第2エチレンプラント用ナフサ分解炉のうち,さしあたりのチト

床量10万t/牛用として,lしし界損ノく根の人形分解炉2拡を妥結した.ニ

この分解炉ほ石油化学の韮仲原料であるエチレンを,ナフサの熱分

解によって払出する与描で,エヰレンブラントの中核となるもので

ある､)今匝】安打Lチニ2岨よ,㌻よ縦線携先のSelas Corporation of

Americaの去⊆本設.汁に仏づいたふょ新の由エチレン収ヰミ(High Se-

Verity)分解炉て,1+▲とあたりノ)エチレン†卜確品5‾7ノという世糾1二三

ノこ維の大形炉てある.

おもな仕は(=.し描)たり二=£,川途としてはエチレン鮎占て形式

ガシーラス6パス一宮Iブ′しセル,分解払い空870､℃,エチレン′卜産品

50,000t/咋,バーナノ形式シーラスK-936.概略-､j･法(本体の克)帖

2,050mnlXl三さ15,7()()mnlX山さ8,400mmである_.
一文12 二三itl_ノた大形ナフサ1川平力げ)棋ブて!ユ

■川崎製鉄株式会社水島製鉄所納

270t転炉用レードルクレーン完成

什i】/二く集貨作所では,川【晰拳法鉄株式会社水島製鉄所へ270t転炉川レ

ードルクレーン2子=溶銑用1千丁∴迄塊用1fて)を納入,このほど

彰且地でか働にはい′--)た

本クレーンほ,転炉トト+レー▼ドルクレーンとしては わが同最ノ(て

あり､巌近の製鋼設肺のノこ規模化に対処する高速大容量レートノしク

レーンの代プ壬的なものてある.

勺‾1三夫としては,_卜巻上.および走子‾J`装亡正に2モータドライブノわ〔1ン

拭用しノ,クレーンのか倒ネ向上を【文lっているり

令カ､､】ダほトーシ三!ンボックスタイプとし,特に-トクラブガーダ

のケージ付仙エ,r‾l､■′二州■-1てのりイドボックス_タイプとし,軽量化を

はかるとともに.内部空間をノ這㌔も品窒として有効に利用している｡

また,上納巻_Lの制御方式として溶銑用クレーンにはリアクター

制御方式,近塊川クレーンにはダイナミックブレーキ制御方式を採

用して､それぞれ適怯性能のl｢り上および依､∫j二∴一三検のf円易化に効災を

あげている

なお,一件クレーンほ､`芯了･管式杵r‾呂二装琵を陥え,ロードセルは溶

銑用クレーンはrコライザーシープ与l捧巾7千手,道塊川クレーンはつり

ビームl人捕り左形を揺r11している｡

仕様機略を禾7弓介すると,柄扶ノ1jクレーンくエスパン22m,]三巻上定

格荷亜270tによ寸し.巻上速度12nl./min,道現川クレーンはスパン

22nl､三1二巻上定格荷屯270tに対し,巻卜速度8111/minとし,いず

れのクレーンも定桁f上州‡50tの描巻L斗㌧還付きで,電帆よAC3,300

V,60c//sとしている
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図3 現地でか働中の270t転炉用レードルクレーソ
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■三井霞ヶ関ビルに汎用ポンプ多数納入

わが国における初の超高層ビ′レとして,各刀面から江口されてい

る三井霞ヶ関ビルに,日立彗引′卜所でほこのはど各種汎用ポンプ32

子†(多段タービンポンプ18台,うず巻ポンプ4千丁,･丁ンラインポン

プ4テ｢.ビ′レジポンプ4f†,ブレードレスポンプ2台)を納入したこr

l司ビルは地上36階,高さ1471Tlあり,機微キミは従来のように地

下玉のみでなく,[抑耶詐の131;臥 25F軌こも設けられ,ポンプの-一

郎もこjtらの階に設荘される.-､中指耶拷横根宅のと‾一階,隣室は一般

の‾`ji務宅,は･も.として使用されるので.･川t耶t与設臣ポンプのうち,

`ゲ砧ミニの人きなものについては,振動カ､胡三に仁こわるのを防く､∵た軌防

搬ゴム,l妨舶用コンクリートベース,フレキシブルジョイントを採

用した】;朋脚1Fなうおとな_′1ているL_=.

納入ポンプほ街/L什J,揚水札 椚火用などに(削っれるが,今綬綻

続址設が予想される払高層ビ′し川ポンプのモデノレナースとして,各

プ川Iiの旧ノLをりきめるもげ〕と了忠1される=
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一芸-4 防振巷↑三言琵をセソトl_た多段ク【ビン′トンソ

■ コールドチェーンに画期的威力を発接する

テント式冷蔵庫パハイチラー''完成

トl立`;担rF所でほ,このたびだ望付こ石森英刑専十,た野代田芸l試験場後

沢博士の指さ轄のもとに,テント式冷蔵嘩"ハイチラー”を完成した｡

コーノレドチエ】ンの発山きとともに対象となる食料ん三1の種藩主はすこ

ぶる広稲川になってくるものと比l､j一つれ.貯拭,抑j去,などの｢帥こおけ

る冷蔵帆 冷蔵の方法などの役てI三】Jヰ)ますます二巾変性を杓すことにな

るカ＼従来の冷戯Jrii｢さは′才】i川か向くまた咄築にR数を一班したカ＼こ

のたび朋発したテント式冷蔵砧ではl■り子熱柑のポリウレタンホームに

断熱性ナナ成繊維(クレモナ)をサンドイッチした冷歳嘩本体に冷凍

機を取り付けたもので,話法i琵が非淋こ丁即i乞で峠く(大きさ3.3111コ,高

さ3mのもので約300l(g)納見 物;‾2て.倉椿などにブ七井よさ)j一口った

i),また畑1の中,野天に建てることカ∴壬きるIlロー糊的なものである‥.

またイ川]のときは肘i∃▲に触～)(･土ずすことができ,折りたたんで他

の切桝に移動して設F2壬することもできるり もちろん,〉1吉成嘩内に純

良込んだ温詩法度調節ミキ三により冷蔵峠卜Jっの温虹jてゴよび湿度の自動詞節

を行ない.経済連転ができるとともに,気密性がよいので,スクラバ

ーを取りf寸けるだけでガス貯蔵ヤ,CA貯成などガス状嗟を保持す

る方式のものにも切り換えできる.ノ.そのほか,冷蔵柿木体がフレキ

シブルにできているため,地毛!三にヰ)て衣全で,実際に地J三の多い長野

[頚5 コールドチエーーン用テン

仙こ納入し′女全性フう;実加三されている

にくく,万一損悔があっても,

今後,二じ鮮魚品び〕子冷ノ1-+冷械垣,

ト式冷戚碓"ハイチラーー

=.また耐水性･耐候性に寸l′∴～一
間一軒こ肘疹ができる‥

冷蔵･冷凍ノー王+冷成帖として,ま

た,輸送用コンテナなどに.テント式冷蔵埴"ハイチラーーナ'の枯抑

が大いに期待できる.一二:

■ 日 立クリ
ー ン ル ー ム

11立製作所でほ,このたび部屋全体を無甫,無じん(塵)状態にす

るクり-ソルームを開発し完成した｡

泣近の医学,薬品,食品分野においては細歯の害を除去するため

無じん,無摘空気を必要とする場合が多くなってきた一九 箇了ユ

業,精密機器⊥業においても,信較性,歩留りのノ亡ミからじん挨制御

が必要である｡

rl立製作所でほ,じん挨除去装置としで喜E気架じん器(エアーグ

リーナ),無じん作業千丁(グリーンベンチ),エアーシャワーなどを製

作してきたが,しかし近年産業の発掛ま超無じん,無筒空災を必要と

し,じん挨制御の方式も高度化,複雑化され建築,空調,lノ淵ルイ

アウト,三位用方法などすべての総合技術が必磐となってきている｡

日立グリーンルームは,じん挨制御,氾度,湿度制御および宝址築

技術などの総合技術を結賀したものである｡

クリーノルームにほ,プラントとしで製作するもの,既設建物の

小にプレノ､ナ亡製作するものがあり,じん峡制御はClass-100,Class

-10,000,Class-100,nOO(米国連邦規格209,0.5/!以上のじん挨100～

100,000帆/ft=う以下)の3桂根のじん攻制御により設計,製作される.｡

な.iゴ,11立クリーンルームには絹環式クリーンルーム,水二ヤフロ

ー形クリーン′レーム,垂巾フロー形クリーンルームの3椎執〕ミある｡

祈環式クリーンルームは,与三内の一部に完全無じん,無向ごた気を
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つくる装置(高性能フィルタユニット,クリーンボックスなど)を

設置してこの装置より室内に無じん,無菌空気を送り出し室内空気

を循環するものである｡この方式でほ,Class-10,000～100,000のク

リーソルームが可能である｡次に水平フロー形クリーソルームは,

室内の一方の壁全面に高性能フィルタユニットを取り付け,あらか

じめ空気調和された空気を高性能フィルタを通して室内に送り出す

ものである｡この方式ではClass-100以下のクリーンルームが可能

である｡また,垂直フロー形クリーソルームは,室内の天井全面に

高性能フィルタユニットを取り付け,あらかじめ空気調和された空

気を天井全面より室内に送り出し,床面より排気,これにより衣服

などからの発じんはすぐ床面より排気される｡この方式ではClass

-100以下のクリーンルームが可能である｡

165万ボルト超高圧電子顕微鏡

アメリカカルホルニア大学より受注

日立製作所は世界にさきがけて,商用形超高圧電子顕微鏡を開発

し,日本国内においてはすでに東京大学,名古屋大学,日立製作所

中央研究所に据え付け,実用に供され,幾多の成果があげられてい

る｡また,海外においてはさきに西ドイツマックスブランク研究所

から注文を獲得し,42年末に出荷の予定である｡

今回輸出の超高圧電子麒傲鏡の2号機としてアメリカのカルホル

ニア大学から注文を獲得した｡価格は約30万ドルで(43年6月末

出荷予定)｡

この受注決定には同大学のThomas教授が昨年2回にわたり調

査のため来日し,日本の超高圧電子顕微鏡を操作し,また東京大学,

名古屋大学において将来の応用の可能性iこついて各大学の教授話と

薫荒業業業業若窯業

図6 循環式クリーソルーム(室内)

し合い,最終的にAEI;RCAなどの外国せり合メーカー製品をの

け,日立製作所が獲得することになった｡

採用された理由としては,tlけでに実用形30万ポノント,50万ボ

ルト,100万ボルト超高圧電子顕微鏡の完成の実蔚をもつ日立製作

所の技術が認められた｡(2)日立超高圧電子麒傲鏡の性能の優秀性が

認められたなどにあると考えられる｡

なお,前回の西ドイツマックスブランク研究所に引き続き今回ア

メリカカルホルニ7大学よりの受注に成功したことほ,あらためて

日立製rF所の超高圧電子顕徴鎧の技術が世界最高水準にあることを

実証されたものと自負するとともiこ,これを契機に今後到来するで

あろう超高圧電子顕微鏡時代において欧米への輸出に有利になった

と考えられる｡現在も引き続き欧米からの引き合いが多く,世界的

に注目されている｡

･…‥編集後記･･‥･･

最近,鉄道の輸送量が急激に増大しているが,これに対処するた

め,列車の高速化,列車間隔の短縮などにより,輸送密度の増大が

進められている｡

高密度輸送の高速申両(250km/h)になると,掛こ速度検出精度の

高いことが要求され,そのためディジタル方式が用いらjlる｡｢ディ

ジタル式自動列車制御装置+では,精度,安全性,構成の点ですく｡

れた2計数器式について,構成,動作原理,速度検出精度および特性

の理論的検討,試作制御装置の実験結果などについて報告している｡

鉄道の高速化時代を迎えた現在,時宜を得た論文である｡

◎

｢油圧式エレベータの振動とその制振法+は,拙圧式エレベータの

起動,停止および走行中の振動発生原田とその制振法を研究し,考

案した制技法iこついて述べている｡

わが国iこおいて油圧式エレベータは,まず自動車用として発達し

始めたが,最近では,乗用の分野iこまで需要が拡大されたので,乗

心地の改善が必要となった｡

日 立 評 論 弟49巻 弟10号

昭和42年10月20日印刷 昭和42年10月25日発行

(毎月1回25日発行)

<禁無断転載>

定価1部150円(送料24円)

◎1967by HitacbiHyoronsha PrintedinJapan

乱丁落丁本は発行所にてお取りかえいたします｡

日立製作所においても,油圧式乗用エレベータの開発に成功し,

その利点を生かして各値のビルに納入している｡

油圧式エレベータは,伝授形と間接形とに分煩されるが,一般に

後者が多く用いられ,振動的に問題が多いので,これを対象とした

研究の成果を発表したものである｡

◎

日立電線株式会社では伸銅品の将来の動札 急速に進歩しつつあ

る加工技術の革新,また高度の品質向上などの要求に対処するため,

わが国初の全自動連続溶解鋳造設備を設置し,無酸素銅の生産に大

きな効果をあげ,斯界の注目を浴びている｡

本号ほ,躍進著しい日立電線株式会社の伸銅部門を紹介した,｢日

立無酸素鋼(目立OFC)の開発+｢日立無酸素銅線の諸特性+｢各種耐

熱性高導電用銅合金の比較+など6編をもって,伸銅品特集とした｡

◎

巻頭の一家一言には,京都大学名誉教授工学博士西村秀雄氏よ

り,伸銅工業の発展に科学的研究の必要性を説いた｢伸銅と研究+と

題する玉稿をいただいた｡特に本誌のために稿を革されたご好意iこ

厚くお礼申しあげる｡

編集兼発行人

発 行 所

印 刷 所

取 次 店

田 中 栄

日 立 評 論 社

東京都千代田区丸の内1丁目4番地

電 話 東 京(270)2111(大代)
振 替 口 座 東 京71824番

株式会社 日 立 印 刷 所

株式会社 オーム社書店

東京都千代田区神田錦町3丁目1番地
電 話 東 京(291) 0912

振 替 口 座 東 京20018番

広告取扱店 株式会社 日 盛通信社 東京都中央区銀座西7丁目3番地 電話東京(571)5181(代)

-96-

=




